
令和８年度第４回 感染症発生動向調査協議会 

 

議事概要 
 

１ 日 時  令和８年７月１５日（水） １４：００～ 
 

２ 場 所  岐阜大学医学部本館 1階 入札室（岐阜市柳戸１－１） 
 

３ 出席者  

委   員 ：馬場 尚志（岐阜大学医学部附属病院 感染制御室 室長） 

       川本 典生（岐阜大学大学院医学系研究科 小児科学 臨床教授） 

加藤 達雄（国立病院機構長良医療センター 院長） 

高橋 義人（岐阜県総合医療センター 中央検査部部長 兼 臨床検査科部長） 

 オブザーバー：市原 拓  （岐阜市保健所 感染症・医務薬務課 感染症 1 係長） 

事 務 局 ：杉山 恵里（感染症対策推進課 感染症対策監） 

宮川 紀子（感染症対策推進課 感染症対策係長） 

松岡 真史（感染症対策推進課 技術主査） 

酢谷 奈津（保健環境研究所 疫学情報部長） 

野池 真奈美（保健環境研究所 主任専門研究員） 
 

４ 議 題 （進行：川本委員） 

（１）前月の感染症発生動向について 

 （２）検討すべき課題 

（３）情報提供 

 

５ 議事概要 

（１）前月の感染症発生動向について 

・事務局から６月分の感染症発生動向調査結果について、集計表及び統計グラフ資料に基づいて

説明を行った。 

・月番委員から月番委員作成資料に基づいて発生動向に対するコメントがあった。 

【意見交換】 

（委 員）手足口病やへルパンギーナの患者報告数が増加してきています。インフルエンザのよ

うな感染症は検査結果が陽性かどうかで診断されますが、こうした疾患は、症状診断的

な部分が中心になるので、医療機関によるバラツキがでる可能性があるかもしれません。

その点について、昨年度から定点数が減った影響があるのか検証していくとよいと思い

ます。 

（委 員）手足口病について、定点当たりの患者報告数が警報レベルを超え、その公表が行われ

た時期と、診療現場で患者が増えてきたと感じた時期は、ちょうど一致していた印象で

す。 

（委 員）定点数の変更による影響を心配していましたが、インフルエンザの場合でもそうでし

たが、思ったほどの影響はなく、全体としてうまく移行できているようです。今後とも、

丁寧に検証、評価していってほしいと思います。 



 （２）検討すべき課題 

●夏休みに向け啓発すべき感染症予防ポイントについて 

・事務局から、夏休みに海外旅行をされる方に向けて海外での感染症予防対策を啓発するため、「ぎ

ふ感染症かわら版」の発行を予定している旨を説明し、原稿案を提示した。 

【意見交換】 

（委 員）渡航前に必要なワクチンをどこで打つことができるのかを入れたらよいのではないか。 

（事務局）個別の医療機関名は出せませんが、原稿案の中には、「参考になるサイト」を載せてお

り、そのサイトからワクチンを打つことができる医療機関を検索できます。 

（委 員）観光だけでなく勉強のため渡航する学生もいますので、学校関係の部署に啓発すると

よいと思います。企業が従業員を派遣する場合は、しっかり対策をとっていると思いま

すが、初めて海外拠点を持って第１号で派遣するような場合は少し心配ですね。 

（委 員）「ぎふ感染症かわら版」に、どのくらいアクセスしてもらえるかが重要です。SNS を利

用すると若者に見てもらいやすいと思います。 

（事務局）県の公式ラインがありますので、利用を検討したいと思います。 

 

（３）情報提供 

●月番委員からの情報提供 

  ・RS ウイルス感染症の予防対策 

  ・受動免疫の位置づけに関する留意点 

  ・百日咳におけるマクロライド耐性菌(MRBP)への警戒 

【意見交換】 

（委 員）長時間作用型抗 RSウイルスモノクローナル抗体製剤を予防接種法上の定期接種に位置

付けるための法整備が進められていますが、用語の問題として抗体製剤を「接種」とい

うのは馴染まないように思います。法文の中でどのように整理されるのか気になります。 

（事務局）法整備の進捗状況をみながら情報提供させていただきます。 

 

●感染症対策推進課からの情報提供 

・県広報資料：「手足口病の流行が拡大しています ～手洗いなど基本的な感染予防の徹底をお

願いします～」 

   ・愛知県・名古屋市からの依頼文書： 

「愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会に伴う感染症サーベイランスの強化

に係る強化に係る協力について(依頼)」 

【意見交換】 

（委 員）この競技大会における強化サーベイランスの対象疾患の発生時には、患者が大会関係

者であるかを医療機関が聞き取って発生届にその旨を記載することになっていますが、

確認漏れがないよう行政側からのフォローも必要と思われます。 

（事務局）強化対象となっている疾患は、いずれも保健所による積極的疫学調査の対象疾患です

ので、発生届が提出されれば保健所から患者への聞き取り調査が行われます。 


